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研究成果の概要（和文）：本研究は実施期間がコロナ禍と重なったため、計画内容を変更して実施することにな
ったが、当初想定されていなかった他の複数の研究プロジェクトとの連携により、さまざまな相乗効果が生まれ
た。一つは、芸術文化活動が社会包摂につながるために必要な条件やプロセスを整理し、それをハンドブックと
いう形で出版したこと（日本語・英語）。もう一つは、イギリスの芸術人文学評議会(AHRC)の "The Cultural 
Value Project" の成果報告書を翻訳出版し、この本の内容をもとに日本への応用可能性を考えるオンライン公
開研究会（全５回）を実施したことである。

研究成果の概要（英文）：The implementation period for this study overlapped with the Corona 
Disaster, and thus the plan had to be modified. However, various synergistic effects were generated 
through collaboration with other research projects that were not originally envisioned. One was to 
organize the conditions and processes necessary for arts and cultural activities to lead to social 
inclusion, and to publish them in the form of a handbook (both in Japanese and English). Another was
 the translation and publication of the report of "The Cultural Value Project" that the Arts and 
Humanities Research Council (AHRC), UK conducted. Five on-line study sessions to consider the book’
s potential application in Japan were also held.

研究分野： 文化政策／アートマネジメント
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究、及び本研究成果の積極的な社会発信によって、芸術文化活動が社会包摂につながるために必要な条件や
プロセスについて具体的に理解されるようになった。特に専門家の実践知としてしか存在していなかったもの
が、本研究を通じて言語化・可視化されたことで、課題や可能性について広く議論されるようになった意義は大
きい。また評価に関しても、現場において誤解や思い込みが軽減され、より実質的で意味のある評価が行われる
ようになってきた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
2010 年代に入って、美術・音楽・演劇・身体表現等の芸術文化活動は、社会包摂（social 

inclusion）の推進（多様性を尊重しながら、協力し合う関係性を社会に広めていくこと）に貢
献するという考え方が日本でも広まり、障害・高齢・貧困・引きこもり・外国人等の理由で、社
会的に排除され孤立している人たちの参加に焦点をあてた芸術文化活動が盛んに行われるよう
になった。 
研究開始時点では、2017 年の「文化芸術基本法」の改正、2018 年の「障害者の文化芸術活動

の推進に関する法律」といった法律の整備、さらには、2020 年（実際には 2021 年）の東京オリ
ンピック・パラリンピック開催に向けた文化プログラムの推進によっても、これらの活動は大き
な後押しを受け、ますます大きな広まりを見せていた。 
しかし、どのようなプロセスで芸術文化活動が社会包摂につながるのか、どうすれば芸術文化

活動が社会包摂の推進に貢献できるかは曖昧なままで、一部のアーティストや実践家がそれら
を実践知として持ってはいても、言語化されることはほとんどなく、文化政策の専門家でさえ説
明に苦慮するという状況にあった。  
 
２．研究の目的 
応募者の以前の研究から以下のような知見が得られている。 

 
・ 芸術文化活動が社会包摂の機能を果たす際に鍵となるのは、マイノリティのエンパワメ

ント（自己肯定感・効力感の向上）と異なる他者や社会のあり方に対するマジョリティ
の意識の変化である。 

・ 芸術文化活動には、創作や鑑賞など異なる側面があり、効果をもたらす道筋は複数存在
する。 

・ エンパワメントや意識の変化を促す仕組みの理解には、関連分野の知見が有効である。 
 
本研究は、以上を踏まえ、①関連分野の知見の整理、②エピソードの収集、③インタビュー調

査、④以上の統合的考察を行うことで、芸術文化活動が社会包摂へとつながる道筋を類型化し、
プロセスを理論的に説明可能にすることを目的にした。 
本研究の成果は、共生社会の実現を目指した文化事業の制度設計や評価手法の開発に貢献す

るとともに、人間が芸術文化活動を行う意義についての本質的理解も深めると考えられる。 
 
３．研究の方法 
本研究では、当初、以下の４つを実施することにしていた。ただし、実際には【 】内に記す

ように一部を変更して実施することとなった。 
 
①関連分野の知見の整理 
創造性研究における「協働的創発」の概念、社会心理学における「エンパワメント理論」、マ

ネジメント研究における「イノベーション創出のための環境条件」や「ファシリテーションスキ
ル」などの関連分野の知見を整理し、相互関係を探る。【実際には、評価学の知見を多く活用す
ることになった。】 
 
②エピソードの収集  
国内外の先行事例に関するエピソードをインターネットや文献を通じて収集する。同時に、当

該分野に詳しい専門家に、実践知を獲得していると思われるアーティストや実践家を推薦して
もらい、これらのキーパーソン（約 20 名）にヒアリングを実施する。収集されたエピソードは
ロジックモデル（目標を達成するための手段を論理的に体系づける手法）を用いて表し、①を参
考に理論的裏づけを検討する。【実際には、他プロジェクトとの連携により 50 人超に話を聞く
ことができた。一方、ロジックモデルはプロセスの記述において活用した。】 
 
③インタビュー調査 
①②をもとに、上記キーパーソンに芸術文化活動がエンパワメントや意識の変化を促す方法

や道筋について考えを聞く。インタビューに際しては、実践知の言語化が困難なことに鑑み、①
の知見や②で収集したエピソードの一部を提供しながら、ホルンスタインらの「アクティヴ・イ
ンタビュー」の手法を用いて、対話を通じて説明を生成してもらう。適宜、マイノリティの意見
を聞く等のフォローアップ調査、海外調査も実施する。【コロナ禍のため、海外調査は実施でき
なかった。】 
 
④統合的考察 
①②③を統合的に考察し、芸術文化活動が社会包摂へとつながる道筋を類型化し、プロセスを



理論的に説明可能にする。【コロナ禍により海外調査ができなかったため、本研究と関連するイ
ギリスの大規模研究プロジェクトの報告書を翻訳することにした。】 
 
４．研究成果 
本研究は、実施期間がコロナ禍と重なったため、計画内容を変更して実施することになったが、

当初は想定されていなかった他の研究プロジェクトとの連携により、さまざまな相乗効果が生
まれた。 
 
①関連分野の知見の整理 
評価学の知見を活用することで、社会包摂につながる文化事業の評価に関わる誤解や課題を

整理することができた（文献１）〔「文化庁と大学・研究機関等との共同研究事業」等との連携〕。
特に重要な概念としては、評価と測定の違い、課題解決型事業と価値創造型事業の違い、プロセ
ス評価とアウトカム評価の整理、公共的価値の考え方、参加型評価の積極的活用など。 
 
②エピソードの収集、及び③インタビュー調査 
(1) 東京文化会館で実施された“Workshop Workshop! 2020 on stage & legacy”のフィールド
ワークを実施した（文献２、３）［公益財団法人東京都歴史文化財団の受託研究との連携］。高齢
者・障害者施設等での参与観察 6回、トレーニング講師や受講生へのインタビュー4回、社会包
摂に関わる文化事業の実践者へのグループ及び単独インタビュー3回を行った。 
以上の調査から、これまで曖昧にしか言語化されてこなかった社会包摂を意識したワークシ

ョップの意義やファシリテーターの役割が明らかになった。特に重要なのは、経験の豊かなアー
ティスト(兼ファシリテーター)は、社会福祉的な課題を解決しようとするのではなく、「音」や
「動き」のあり方という、表現活動における目標を設定し、その目標達成を目指していた点だっ
た。つまり、芸術的な課題に向けて創造的な活動を行い、新しい価値を生み出すことで、もとあ
った課題を解決するという、いわば「価値創造を通した課題解決」が重要であることが明らかに
なった。 
 
(2)「文化庁と大学・研究機関等との共同研究事業」等と連携しながら、文化団体などに多数の
インタビュー調査を実施した（文献１）。特にアーツコミッションヨコハマへのインタビューか
らは、芸術活動の成果・効果が、プロジェクトのデザインだけでなく、資金提供者側の助成プロ
グラムのデザインとも深く関わっていることがわかった。また、厚生労働省「障害者芸術文化活
動普及支援事業」第 2回全国連絡会議への参加や、認知症ケアと関わる活動に従事している方へ
のインタビューからは、現場で遭遇する課題についても整理することができた。 
 
(3)コロナが少し収まった 2021 年秋に、RISTEX-Solve for SDGs「認知症包摂型社会モデルに基
づく多様な主体による共創のシナリオ策定」と連携し、認知症デイケア施設でワークショップの
実施し、エピソードの収集やインタビュー調査を行った。本調査は 2022 年度から始まった科研
費（基盤 B及び萌芽）によって継承されている。 
 
④総合的考察 
(1)これまで「文化庁と大学・研究機関等との共同研究事業」等と連携して行ってきた社会包摂
につながる芸術活動に関する研究の知見をまとめ、一般向けのわかりやすい書籍として刊行し
た(文献１)。また、オリジナルのハンドブックの英語版も作成した（文献４）。 
 ハンドブックにおいては、芸術文化活動が社会包摂につながるために必要な条件やプロセス
を具体的に記述した他、現場で必要なコミュニケーションなどについても言及した。また、こう
した活動の評価方法についても詳しく記した。 
 
(2)コロナ禍でフィールド調査が難しかったため、イギリスの芸術人文学評議会(AHRC)の学際的
研究プロジェクト "The Cultural Value Project" の成果を深く理解することに注力すること
にし、その成果報告書である Understanding the Value of Arts and Culture (2016)を翻訳し、
出版した（文献５）。また、この本の内容をもとに日本への応用可能性を考える研究会（全５回）
をオンラインで実施し、多くの方に視聴いただくこともできた（動画アーカイブ：
https://www.youtube.com/playlist?list=PLT5ge9I86UwrBj9nN9JPWchfCvksmj1tn）。反響が大き
く、書籍は発売後３ヶ月で重刷となった。 
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